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松
崎
小
学
校
運
動
会

松
崎
小
学
校
運
動
会
（
松
崎
小
学
校
）（
６
月
８
日
）

（
松
崎
小
学
校
）（
６
月
８
日
）

６
月
８
日
、
松
崎
小
学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
中
で
も
５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た

６
月
８
日
、
松
崎
小
学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
中
で
も
５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た

全
学
年
色
別
対
抗
綱
引
き
は
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

全
学
年
色
別
対
抗
綱
引
き
は
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。



 

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
、
本
格

的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。

 

町
で
は
、
観
光
客
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
海
上
保

安
部
や
警
察
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
夏
期
期
間
中
の
安

全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

海 

浜 

対 

策

　

町
内
の
４
海
水
浴
場
（
松
崎

海
岸
、
岩
地
海
岸
、
石
部
海
岸
、

雲
見
海
岸
）
で
は
、
７
月
13
日

（
土
）
か
ら
８
月
18
日
（
日
）

ま
で
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す

る
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
ま
す
。

　

松
崎
海
岸
で
は
、
下
図
に

●
印
で
示
し
た
陸り

っ
こ
う閘

に
限
り
、

海
水
浴
場
開
設
期
間
中
、
ラ
イ

フ
セ
ー
バ
ー
が
管
理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
水
上
バ
イ
ク

安
全
協
会
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
水
上
の
安
全
確
保
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
楽
し
く
海
水
浴
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

海
水
浴
場
で
の
禁
止
行
為

○
乱
暴
な
言
動
、
威
勢
を
示

 
 

す
行
為

○
遊
泳
区
域
外
で
の
遊
泳

○
夜
間
遊
泳
お
よ
び
酒
気
を

 
 

帯
び
て
の
遊
泳

○
機
関
を
用
い
る
ボ
ー
ト
な

 
 

ど
の
航
行

○
も
り
、
や
す
、
水
中
銃
な

 
 

ど
の
使
用

○
危
険
物
の
持
ち
込
み

○
危
険
で
風
俗
を
害
す
る
た

 
 

き
火
、
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

○
許
可
を
受
け
て
い
な
い
車

 
 

両
の
乗
り
入
れ

○
許
可
を
受
け
て
い
な
い
営

 
 

業
行
為

※
「
松
崎
町
海
水
浴
場
に
関

 
 

す
る
条
例
」
に
違
反
す
る

 
 

者
に
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ

 
 

ま
す
。
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▶
松
崎
海
水
浴
場

　

安
全
で
快
適
な
夏
に
向
け
て

　
　
　

夏 

期 

対 

策 

の 

概 

要 

を 

お 

知 

ら 

せ 

し 

ま 

す



水
質
検
査
結
果

 
５
月
15
日
に
行
わ
れ
た
海
水

浴
場
の
水
質
検
査
の
結
果
は
、

左
表
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
「
適

合
」
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

海
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

 

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
活
発
に

な
る
７
月
か
ら
８
月
は
、
海
の

事
故
が
多
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
点
を
守
っ
て
安

全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
海
浜
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

 
 

〇
遊
泳
は
海
水
浴
場
内
で
し

　
　

ま
し
ょ
う

 
 

〇
飲
酒
後
の
遊
泳
は
や
め
ま

 
 
 
 

し
ょ
う

 
 

〇
立
入
禁
止
場
所
へ
の
侵
入

 
 
 
 

は
や
め
ま
し
ょ
う

 
 

〇
釣
り
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

 
 
 
 

で
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

 
 
 
 

を
常
時
着
用
し
ま
し
ょ
う

▼
船
舶
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

 
 

〇
専
門
業
者
の
定
期
的
な
点

 
 
 
 

検
を
受
け
ま
し
ょ
う

 
 

〇
発
航
前
検
査
を
実
施
し
ま

 
 
 
 

し
ょ
う

 
 

〇
常
時
適
切
な
見
張
り
を
実

　
　

施
し
ま
し
ょ
う

 
 

〇
無
理
の
な
い
航
海
計
画
を

 
 
 
 

立
て
ま
し
ょ
う

 
 

〇
最
新
の
気
象
・
海
象
情
報

 
 
 
 

を
入
手
し
ま
し
ょ
う

 
 

〇
故
障
に
備
え
救
助
支
援
者

 
 
 
 

を
確
保
し
ま
し
ょ
う

▼
海
の
安
全
情
報

 
 

海
上
保
安
庁
で
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
、
事
故
防
止
の
注

意
事
項
や
、
気
象
海
象
の
現
況

な
ど
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 

「
海
の
安
全
情
報
」
で
検
索

し
、
最
新
情
報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】　

下
田
海
上
保
安
部　

交
通
課

　
　
　
　

 

（
２
３
）
０
１
４
５

食
中
毒
防
止
対
策

　

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
食
中
毒
防
止
の
街
頭
パ
レ
ー

ド
や
啓
発
資
材
の
配
布
に
よ
る

広
報
活
動
、
食
品
営
業
施
設
の

巡
回
指
導
を
実
施
し
、
食
中
毒

防
止
に
努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
保
健
所　

衛
生
薬
務
課

　
　
　
　

 

（
２
４
）
２
０
５
４

消
防
防
災
対
策

▼
地
震
・
津
波
対
策

　

消
防
団
員
は
地
震
が
発
生
し

津
波
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、
自
ら
の
命
を
最
優
先
と
し

た
上
で
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
、

観
光
協
会
、
自
主
防
災
組
織
と

協
力
し
、
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
避
難
誘
導
を
行
い
ま
す
。

　

各
海
水
浴
場
か
ら
避
難
す
る

場
合
、
松
崎
海
水
浴
場
は
避
難

ビ
ル
と
な
っ
て
い
る
伊
豆
ま
つ

ざ
き
荘
、
伊
東
園
ホ
テ
ル
、
西

区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
へ
、
岩
地
・

石
部
・
雲
見
海
水
浴
場
で
は
、

避
難
誘
導
の
指
示
や
誘
導
看
板

に
従
っ
て
、
近
く
の
高
台
へ
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
対
策

　

県
民
一
人
一
人
が
、
自
ら
の

交
通
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高

め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

 

【
実
施
期
間
】

 
 

７
月
11
日(

木)

～
19
日
（
金
）

 

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

 
 

安
全
を　

つ
な
げ
て
広
げ
て　

 
 

事
故
ゼ
ロ
へ

 

【
運
動
の
重
点
推
進
項
目
】

 
 

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

 
 
 
 

事
故
防
止

 
 

○
自
転
車
と
二
輪
車
の
安
全
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海水浴場 水質検査結果

松　 崎　 適合 ( 水質ＡＡ )

岩　 地 適合 ( 水質ＡＡ )

石　 部 適合 ( 水質ＡＡ )

雲　 見 適合 ( 水質ＡＡ )

区分 ふん便性大腸菌群数 油膜の有無 透明度

適

水質ＡＡ
不検出

（検出限界２個／１００ml）
油膜が

認められない
１m 以上

水質Ａ １００個／１００ml）
油膜が

認められない
１m 以上

可

水質 B ４００個／１００ml
常時は油膜が
認められない

１m 未満～
50cm 以上

水質 C １，０００個／１００ml
常時は油膜が
認められない

１m 未満～
50cm 以上

＜参考＞海水浴場の水質の判定基準

▲海の安全情報

▼
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ

　

イ
ド

　

カ
ヌ
ー
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
、

ミ
ニ
ボ
ー
ト
、
水
上
オ
ー
ト
バ

イ
や
遊
泳
な
ど
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
、

誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
楽
し

む
た
め
に
知
っ
て
ほ
し
い
情
報

を
ま
と
め
た
総
合
安
全
情
報
サ

イ
ト
で
す
。

▲ウォーター
セーフティガイド

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４



を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

ご
み
対
策

　

７
月
26
日
（
金
）
か
ら
８
月

17
日
（
土
）
ま
で
を
夏
期
対
策

期
間
と
し
て
、
次
表
の
と
お
り

日
程
を
変
更
し
て
、
ご
み
特
別

収
集
を
行
い
ま
す
。

　
　

利
用
の
促
進

　

○
飲
酒
運
転
等
危
険
運
転

　
　

の
根
絶

　

○
反
射
材
の
着
用
推
進

 

【
運
動
の
内
容
】

　

○
街
頭
指
導

　

○
巡
回
広
報

　

○
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

○
交
通
診
断

　

○
町
内
放
送　

な
ど

 

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

青
少
年
の
健
全
育
成

　

７
月
は
、
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
で

す
。
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

で
連
携
し
、
青
少
年
健
全
育
成

お
よ
び
非
行
・
被
害
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
で
は
「
う
ち
の
子
・

町
の
子
・
み
ん
な
の
子
」
を
合

言
葉
に
、
３
つ
の
実
践
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

大
人
か
ら
積
極
的
に
実
践

し
、
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

　

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
収
集
日
の

午
前
８
時
15
分
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
い

　

と
、
収
集
員
の
け
が
な
ど
に

　

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
生
ご
み
は
、
水
を
十
分
に
切
っ

　

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ビ
ン
・
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
は
、
必
ず
水
洗
い
し
て
か

　

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
可
燃
ご
み
は
指
定
袋
に
入
れ

　

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
ク

　

リ
ー
ン
ピ
ア
へ
持
ち
込
む
場

　

合
も
同
じ
で
す
）

▼
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ
の

　

持
ち
込
み

〇
夏
期
対
策
と
し
て
、
次
の
日

　

曜
日
も
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松

　

崎
へ
持
ち
込
み
で
き
ま
す
。

【
８
月
11
日
】

 

午
前
８
時
30
分
～

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
11
時
30
分

〇
月
～
土
曜
日
は
、
祝
日
も
含

 
 

め
、
次
の
と
お
り
変
更
あ
り

 
 

ま
せ
ん
。

 

【
月
～
金
曜
日
】

 
 

午
前
８
時
30
分
～

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
４
時
30
分

 

【
土
曜
日
・
祝
日
】

 
 

午
前
８
時
30
分
～

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
11
時
30
分

【
問
合
せ
】

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
５
）
０
６
０
２

生
活
環
境
課(

４
２)

３
９
６
９
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収　集　地　区 収集日 （曜日）

　東区、 西区、 南区、 中区、

　伏倉、 宮内、 道部、 岩科地区
月 ・ 水 ・ 金

　北区、 江奈地区、 桜田、 中川地区 火 ・ 木 ・ 土

　岩地、 石部、 雲見 月～土

東 · 西 · 南 · 北 · 中区
（松崎５区）

岩科地区 · 三浦地区 江奈地区 中川地区
桜田 ・ 伏倉
宮内 ・ 道部

１回目 ２回目 １回目 ２回目 １回目 ２回目 １回目 ２回目 １回目 ２回目

７月 １日 15 日 ２日 16 日 ３日 17 日 4 日 18 日 ５日 19 日

８月 ５日 19 日 ６日 20 日 ７日 21 日 ８日 22 日 ９日 23 日

分別ごみ収集日程

可燃ごみ収集日程



松崎高校広報～西豆と共に～

【問合せ】　松崎高校（４２）０１３１

保育・介護体験実習（１年生）

　５月 23 日、西豆学の一環として、生命の尊さや子育
ての意義を学び、少子高齢社会の課題に対する認識を
深めることを目的に、保育・介護体験実習を行いました。
生徒は、「相手をいたわる気持ちや、話を聞く姿勢がよ
くわかった」「お年寄りがどのくらい大変なのかを知る
ことができたので、地域で見かけたら自分に何ができ
るのか考えるようにしたい」と振り返っています。また、
将来の自分が子育てをするとき、保護者が要介護となっ
たときに必要なことを学んだようです。

横浜中華街遠足（３年生）

　５月 23 日、西洋文化の発信地となった横浜を散策し、
外国人居留地の歴史や文化から自分の視野と可能性を
広げることを目的として、遠足に行きました。「写真を
１枚以上提出すること」を課題に設定し、生徒から写
真を提供してもらいました。楽しそうな生徒の様子と
おいしそうな食べ物の画像が集まりました。生徒から
は「下調べはちゃんとしたほうが間違いなく楽しくな
る」「手相占いがとてもあたっていたし、将来の希望を
持たせてくれた」のような感想が聞かれました。

　５月２日­­、西豆学の一環として、農作業体験を通し
て地元産業について考え、地域に貢献することを目的
に「棚田実習」を行いました。生徒からは「棚田を維
持することの大変さを学んだ」「棚田のある風景の素晴
らしさを再認識した」「棚田の歴史をもっと知りたい」

「坂を利用した水利網の素晴らしさに感動した」のよう
な感想が聞かれました。また、「大変だったけれど、や
りがいがあった」という素直な感情を抱くなど、地域
の魅力を再認識する実りの多い実習となりました。

石部棚田の農作業体験（１年生）

　５月 23 日、大学・専門学校・企業を見学すること
で、生徒一人ひとりに将来の生き方・在り方を考えさせ、
進路選択への意識の高揚を図り、各自の進路希望の実
現につなげることを目的に、バス５台に分かれて、進
路研修に出掛けました。生徒からは、「大学生は自分の
やりたいことに対して真剣に取り組んでいて、大学に
行きたいなという気持ちが大きくなりました」「自分の
やりたいこと以外のことが実習などで学べたので、視
野が広がった」のような感想が聞かれました。

進路研修（２年生）
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【問合せ】　健康福祉課 (４２)３９６６

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

 

８
月
１
日
か
ら
保
険
証
が
更

新
さ
れ
、
「
藤
色
」
に
変
わ
り

ま
す
。

  

新
し
い
「
藤
色
」
の
保
険
証

は
、
７
月
中
旬
に
対
象
者
の
方

へ
送
付
し
ま
す
。
70
歳
以
上
の

方
は
、
お
手
元
に
届
い
た
も
の

が
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者

証
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

を
受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保

険
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
ク
リ
ー

ム
色
の
保
険
証
は
、
各
自
で
処

分
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証 

（
70
歳
以
上
の
方
）
の

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　

自
己
負
担
割
合
は
、
所
得
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

自己負担割合が一般区分になる方

　国民健康保険 ・ 後期高齢者医療制度に

　　　　　　　　           加入されている皆さまへ　　

▼
課
税
所
得
１
４
５
万
円
未
満

　

な
ど　
　
　
　
　
　
　

２
割

▼
現
役
並
み
所
得
者　
　

３
割

　
※
現
役
並
み
所
得
者
と
は

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５

万
円
以
上
の
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
す
。

　

同
一
世
帯
に
現
役
並
み
所
得

者
が
い
れ
ば
、
全
員
３
割
負
担

に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
世
帯
の
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金

額
な
ど
の
合
計
額
が
２
１
０
万

円
以
下
の
場
合
、
一
般
区
分
（
２

割
）
に
該
当
し
ま
す
。

申
請
が
必
要
で
す
！

　

上
記
負
担
区
分
の
３
割
に
該

当
す
る
方
で
、
下
表
に
当
て
は

ま
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
一
般

区
分
（
２
割
）
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
通
知
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
保
険
税
は
、

令
和
５
年
中
の
所
得
を
も
と
に

決
定
し
、
７
月
中
旬
に
通
知
し

ま
す
。

　

保
険
税
は
、
皆
さ
ま
の
医
療

費
に
充
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源

で
す
。
納
期
内
の
納
付
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に

加
入
・
脱
退
す
る
と
き
は

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱

退
が
あ
る
場
合
は
、
14
日
以
内

に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
せ
ず
、
誤
っ
た
保

険
証
を
利
用
し
て
医
療
機
関
に

か
か
る
と
、
後
日
医
療
費
の
返

還
な
ど
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▼
加
入

　

転
入
、
出
生
、
社
会
保
険
を

脱
退
し
た
と
き　

な
ど

▼
脱
退

　

転
出
、
死
亡
、
社
会
保
険
に

加
入
し
た
と
き　

な
ど

高
額
な
医
療
を
受
け
た
と
き
は

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ

た
１
カ
月
の
医
療
費
が
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
に
つ

い
て
、
申
請
に
よ
り
高
額
療
養

費
と
し
て
後
日
支
給
し
ま
す
。

　

該
当
に
な
っ
た
場
合
は
、
診

療
月
の
約
３
カ
月
後
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
事
前
手

続
き
は
不
要
で
す
。

6

同じ世帯の
70 歳以上 75 歳未満の

国民健康保険被保険者数
収入

１

１人

３８３万円未満

２
後期高齢者医療制度移行に伴い
国民健康保険を抜けた人を含めて

合計５２０万円未満

３ ２人以上 合計５２０万円未満



後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

高
額
な
医
療
を
受
け
る
予
定
が

あ
る
と
き
は

　

限
度
額
適
用
（
標
準
負
担
額

減
額
）
認
定
証
の
交
付
を
受
け

る
と
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
支

払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
、
印
鑑
、
申
請
者
の

本
人
確
認
書
類
、
委
任
状
（
別

世
帯
員
が
申
請
す
る
場
合
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

・ 

所
得
区
分
に
よ
っ
て
認
定
証

が
必
要
な
い
方
、
国
民
健
康

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

に
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受

診
す
る
と
、
限
度
額
認
定
証

が
な
く
て
も
高
額
療
養
費
制

度
に
お
け
る
限
度
額
を
超
え

る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま

す
。  

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の

　

受
診
に
は
、
い
く
つ
か
の
利

　

用
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

松
崎
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

　

を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
保
険
証
が
変

わ
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
緑
色
）
は
、

７
月
中
旬
に
「
黄
色
の
封
筒
」

で
郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
か
な
か

っ
た
り
、
記
載
内
容
に
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
は
、
健
康
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

減
額
認
定
証
、
限
度
額
認
定
証

は
お
持
ち
で
す
か

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
で
、
次
の
場
合
に
減
額
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

〇
減
額
認
定
証

　

世
帯
全
員
が
令
和
６
年
度
住

民
税
非
課
税
の
方

〇
限
度
額
認
定
証

　

自
己
負
担
割
合
が
３
割
で
現

役
並
み
所
得
者
Ⅱ
、
Ⅰ
の
方

【
認
定
証
の
内
容
】

　

入
院
・
通
院
の
際
、
減
額
認

定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
食
事
代
な
ど

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
交
付
の
手
続
方
法
】

▼
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

　

現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定
証
、

限
度
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、

令
和
６
年
７
月
31
日
で
す
。

　

８
月
以
降
も
該
当
す
る
方
に

は
、
新
し
い
保
険
証
と
併
せ
て

郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

受
診
す
る
前
に
健
康
福
祉
課

で
申
請
が
必
要
で
す
が
、
対
象

と
な
る
か
、
事
前
に
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

見本

▶
75
歳
以
上
の
方
の
保
険
証
は
、

　

８
月
か
ら
「
緑
色
」
で
す
。

　

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
従
来

の
保
険
証
は
令
和
６
年
12
月
２

日
に
廃
止
さ
れ
、
新
規
発
行
が

終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
中
旬
に
送
付
す

る
保
険
証
は
、
経
過
措
置
に
よ

り
、
保
険
証
に
記
載
の
有
効
期

限
ま
で
（
最
長
で
令
和
７
年
７

月
31
日
ま
で
）
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

加
入
者
全
員
が
引
き
続
き
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
方
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、

お
手
元
に
あ
る
保
険
証
の
有
効

期
限
が
切
れ
る
前
に
、
申
請
い

た
だ
く
こ
と
な
く
「
資
格
確
認

証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
、
令
和
５
年
中
の

所
得
を
も
と
に
決
定
し
、
８
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

　

す
で
に
特
別
徴
収
（
年
金
差

し
引
き
）
に
よ
り
４
月
以
降
に

仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
場
合
で
も
、
改
め
て
８
月
中

旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　

納
付
方
法
は
、
特
別
徴
収(

年

金
差
し
引
き
）と
普
通
徴
収
（
納

付
書
や
口
座
振
替
）
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
特
別
徴

収
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
事

前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
年
度
の
途
中
で
75
歳
に
な
ら

　

れ
た
方
や
他
市
町
村
か
ら
転

　

入
さ
れ
た
方
な
ど
は
、
し
ば
ら

　

く
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
が
口
座
振

　

替
だ
っ
た
方
で
も
、
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
料
を
口
座
振
替

　

と
す
る
に
は
手
続
き
が
必
要

　

で
す
。
納
付
書
が
届
き
ま
し
た

　

ら
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
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る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
改
修

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

令
和
６
年
度
は
令
和
５
年
度

に
引
き
続
き
、
想
定
を
上
回
る

物
価
高
騰
へ
の
対
応
や
食
事
内

容
の
見
直
し
に
よ
り
７
月
か
ら

料
金
を
改
定
し
ま
す
。
お
客
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
い
、
多
く
の
方

に
ま
つ
ざ
き
荘
を
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

お
客
さ
ま
満
足
度
の
向
上
、
業

績
の
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

産
前
産
後
保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

に
つ
い
て
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
４
カ
月
間
の
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
多
児
の
場
合
は
、
出

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ

月
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　

産
前
産
後
期
間
の
免
除
期
間

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

申
請
す
る
際
に
、
出
産
予
定
日

が
確
認
で
き
る
母
子
健
康
手
帳

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
１
６
６

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

　
町
営
宿
泊
施
設
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

町
営
宿
泊
施
設
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度　
決
算
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度　
決
算
の
概
要

決算額 差引 前年対比（％）

収入 支出 （純利益） 収入 支出

2 億 8,588 万円 2 億 7,386 万円 1,202 万円 102.4 94.1

決　算　状　況

　

免
除
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

免
除
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や

失
業
し
た
場
合
な
ど
に
、
保
険

料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部

免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４

分
の
１
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
に
つ
い
て

は
、
一
部
免
除
後
の
保
険
料
を

納
付
し
な
い
と
未
納
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

特
例
免
除

　

対
象
は
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
失

業
さ
れ
た
方
で
す
。

　

失
業
者
本
人
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
失
業
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
雇

用
保
険
受
給
者
証
や
離
職
票
な

ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

 

対
象
は
20
歳
か
ら
50
歳
未
満

の
方
で
す
。

　

本
人
、
配
偶
者
の
所
得
に
よ

っ
て
審
査
さ
れ
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

 

対
象
は
大
学
な
ど
に
在
学
中

の
学
生
で
す
。

 

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
申
請
す
る
際
に
、

在
学
証
明
書
（
原
本
）
ま
た
は

学
生
証
（
写
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

追
納
制
度

　

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
全
額
を
通

常
通
り
支
払
っ
た
時
と
比
べ
、

将
来
の
給
付
金
額
は
少
な
く
な

り
ま
す
が
、
10
年
以
内
な
ら
免

除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納

め
た
分
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
宿
泊
客
数
は
、

１
万
８
８
０
２
人
（
前
年
度
比

２
９
８
５
人
減
）
、
宿
泊
利
用

率
38
・
１
％
（
前
年
度
比
６
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。
会
食
と

温
泉
入
浴
は
、
会
食
が
２
５
０

３
人
（
前
年
度
比
１
３
２
６
人

増
）
、
入
浴
は
５
８
９
５
人
（
前

年
度
比
３
５
２
人
増
）と
な
り
、

施
設
利
用
人
員
は
２
万
７
２
０

０
人
（
前
年
度
比
１
３
０
７
人

減
）
で
、
忘
年
会
な
ど
の
大
人

数
で
の
会
食
で
の
利
用
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

全
体
的
な
施
設
利
用
人
員
は
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
年
度
純
利
益
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
の
確
定
申
告
誤
り
分
の
還

付
金
約
２
６
３
１
万
円
が
あ
っ

た
た
め
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経

営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
つ
ざ
き
荘
の
建
設

か
ら
18
年
が
経
過
し
、
設
備
や

備
品
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い

8

国
民
年
金
の
免
除
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
免
除
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う  

！！！！

国
民
年
金
の
免
除
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
免
除
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う  

！！！！



水
道
事
業
会
計
・
温
泉
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
度　

決
算
の
概
要

▲公営企業委員会での審議の様子

平 成 20 年 料金改定 （約 22％値上げ）

平 成 26 年 　　〃　　 （消費税 3％増分）

令 和 元 年 　　〃　　 （消費税 2％増分）

令 和 ３ 年
20% 値上げの料金改定をコロ
ナ禍を理由に見送り

令 和 ４ 年 ～
赤字化した水道事業会計に一
般会計から補助

令 和 ５ 年
今後 20 年間の財政計画、 投
資計画、 料金改定案をまとめる
（経営戦略）

令和６年５月
公営企業委員会に 44% 値上げ
を諮問

これまでの経緯

〔
水
道
事
業
会
計
〕

　

令
和
５
年
度
に
給
水
し
た
総

水
量
は
75
万
７
８
３
６
立
方
㍍

で
、
前
年
度
と
比
べ
３
１
２
９

立
方
㍍
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

動
力
費
な
ど
が
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
総
費
用
は
１
億
３
９
０
６

万
６
千
円
（
前
年
度
比
１
１
１

５
万
１
千
円
の
減
）
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
総
費
用
は
減

と
な
っ
た
も
の
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
強
く
受
け
た
こ
と
に
よ

り
収
益
を
上
回
り
、
欠
損
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
収
益
の
不
足

や
運
転
資
金
を
補
う
た
め
に
一

般
会
計
か
ら
３
４
４
１
万
円
を

繰
り
入
れ
、
総
収
益
は
１
億
７

０
４
１
万
２
千
円
（
前
年
度
比

１
２
８
４
万
９
千
円
の
増
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

経
年
劣
化
に
よ
り
ろ
過
能
力
の

不
足
な
ど
を
生
じ
た
八
木
山
浄
水

場
急
速
ろ
過
器
修
繕
工
事
な

ど
を
行
っ
た
結
果
、
総
支
出

は
９
３
２
１
万
３
千
円
と
な

り
ま
し
た
。　

　

令
和
６
年
度
は
、
経
営
の
健

全
化
に
向
け
、
昨
年
度
改
定
し

た
経
営
戦
略
を
基
に
水
道
料
金

の
改
定
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
新
料
金
の

適
用
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ

り
収
益
の
減
少
が
続
き
厳
し
い

経
営
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
改

定
し
た
経
営
戦
略
に
基
づ
き
施

設
の
健
全
な
運
営
に
努
め
、
経

営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

〔
温
泉
事
業
会
計
〕

　

現
在
の
契
約
給
湯
戸
数
は
、

自
家
用
３
１
４
戸
と
営
業
用
29

戸
で
、
令
和
５
年
度
に
給
湯
し

た
総
湯
量
は
17
万
５
５
２
１
立

方
㍍
、
前
年
度
と
比
べ
１
１
２

立
方
㍍
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

権
利
放
棄
や
休
止
件
数
の
増
加

に
よ
り
供
給
収
益
が
減
少
し
、

総
収
益
は
５
７
１
１
万
４
千
円

（
前
年
度
比
15
千
円
の
減
）
と

な
り
ま
し
た
。
費
用
に
お
い
て

は
、
６
号
源
泉
揚
湯
ポ
ン
プ
の

修
繕
な
ど
に
よ
り
増
加
し
、
総

費
用
は
６
０
２
２
万
６
千
円
（
前

年
度
比
８
５
５
万
２
千
円
の

増
）
と
な
り
、
差
引
純
損
失
は

３
１
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

量
水
器
の
購
入
や
水
道
事
業
会

計
へ
の
貸
付
金
に
よ
り
、
総
支

出
は
２
８
３
８
万
９
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

温
泉
事
業
は
、
豊
富
な
湯
量

と
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
２
度

の
大
規
模
な
改
良
整
備
に
よ
り

安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
収
益
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
近
年
は
大
規
模

な
改
修
も
な
い
こ
と
か
ら
安
定

的
な
経
営
が
保
た
れ
て
い
る
も

の
の
、
今
後
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
改
修
費
用
の
発
生
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

今
後
も
日
常
点
検
、
保
守
点

検
に
よ
り
、
施
設
の
健
全
度
を

確
保
し
、
供
給
お
よ
び
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
料
金
は
、
給
水
人
口
の

減
少
な
ど
に
よ
る
収
益
の
減
少

が
続
い
て
お
り
、
今
後
の
老
朽

化
し
た
施
設
の
更
新
費
用
に
対

し
、
収
益
不
足
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
に
20

％
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に

見
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
物
価

高
騰
な
ど
想
定
を
超
え
る
費
用

の
増
加
が
あ
っ
て
、
収
益
不
足
が

一
気
に
現
れ
る
結
果
と
な
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
を
必
要

と
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和

５
年
度
に
お
い
て
、
今
後
の
財

政
計
画
、
投
資
計
画
を
見
直
す

と
と
も
に
、
料
金
改
定
の
試
算

を
行
い
、
44
％
の
値
上
げ
を
必

要
と
す
る
「
経
営
戦
略
」
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
年

５
月
に
は
、
松
崎
町
公
営
企
業

委
員
会
に
値
上
げ
に
つ
い
て
諮

問
し
、
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

８
月
ま
で
に
は
答
申
を
い
た
だ

き
、
令
和
７
年
度
当
初
か
ら
の

料
金
改
定
を
目
途
に
、
町
議
会

９
月
定
例
会
に
条
例
改
正
案
を

提
出
す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課(

４
２)

３
９
６
９

9

水
道
料
金「
令
和
７
年
度
か
ら
44
％
値
上
げ
」
を
諮
問

公
営
企
業
委
員
会
で
審
議
を
し
て
い
ま
す

▲「経営戦略」の
詳細は町ホーム
ページをご覧く
ださい



２
０
３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
よ
り

　
　

～
松
崎
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
ま
り
ま
す
～

　

石
田
　
き
ゑ　

さ
ん

　
　

（
大
正
13
年
６
月
12
日
生
）

　

６
月
12
日
、
深
澤
町
長
は

石
田
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

石
田
さ
ん
は
深
澤
町
長
と
の

思
い
出
を
話
し
、
深
澤
町
長
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け
る

と
、
笑
顔
で
応
え
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
、
よ
く
働

く
こ
と
、
よ
く
食
べ
る
こ
と
、

よ
く
話
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
助
成
）
」
は
、
地
域
の

健
全
な
発
展
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
実

施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
す
。

　

西
区
で
は
、
自
治
会
活
動
に

使
用
す
る
備
品
の
整
備
と
し

て
、
物
置
や
発
電
機
、
テ
ン
ト

な
ど
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
（
宝
く
じ
助
成
）
の
助
成
金

で
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
備
品
整
備
に
よ
り
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
が
図
ら

れ
ま
す
。

リ
ン
グ
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
お
話
を
も
と
に
、
松
崎

高
校
美
術
部
の
生
徒
さ
ん
を
中

心
に
絵
を
仕
上
げ
て
い
き
ま

す
。
ど
ん
な
絵
に
な
る
か
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ま
の
五

感
に
残
る
記
憶
を
呼
び
起
こ

し
、
昭
和
20
年
、
30
年
の
松
崎

は
こ
ん
な
だ
っ
た
よ
！
と
い
う

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
ぜ
ひ
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
21
日
（
土
）
に
は
、
創

始
者
の
上
田
先
生
な
ど
を
招
い

て
、
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
交
流
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
ま
た
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
執
筆
者
）

松
崎
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
住
民 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

関
野 

志
保
理
（
十
字
の
園
）

松
崎
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
研
究
会　

代
表　

内
山 

智
尋
（
静
岡
大
学
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

１
０
０
歳
の
お
祝
い

▲100歳を迎えた石田きゑさん（右）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

　

「
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
」
と
聞

い
て
、
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
？

と
思
う
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
昔
の
ふ
る
さ
と
の

様
子
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
畳

４
畳
分
ほ
ど
の
絵
屏
風
と
し
て

再
現
す
る
活
動
で
す
。
も
と
も

と
、
滋
賀
県
立
大
学
の
上
田
先

生
が
始
め
た
活
動
で
、
滋
賀
県

内
で
は
す
で
に
30
カ
所
以
上
で

作
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

の
活
動
を
松
崎
で
も
！
と
い
う

こ
と
で
、
高
齢
化
チ
ー
ム
の
活

動
と
し
て
、 

こ
れ
か
ら
松
崎
高

校
の
探
究
学
習
の
授
業
と
も
連

携
し
、
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問

し
た
り
、
サ
ロ
ン
活
動
で
ヒ
ア

▲滋賀県東近江市八日市の絵屏風

▲ ２ ０ ３ ０ 松 崎
プロジェクト HP

二次元コード

西
区
が
宝
く
じ
助
成
で

　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
用
資
機
材
を
整
備

10

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ ▲西区に整備された物置（右）、発電機（左）
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松
崎
町
に
来
て
２
度
目
の
夏

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 

子
育
て
を
し
な
が
ら
慣
れ
な

い
運
転
と
仕
事
に
取
り
組
み
、

毎
日
が
足
早
に
過
ぎ
、
気
付
け

ば
ま
だ
歩
け
な
か
っ
た
娘
は
も

う
２
歳
に
な
り
ま
し
た
。

 

私
自
身
も
た
く
さ
ん
の
方
々

と
知
り
合
い
、
仕
事
以
外
に
も

助
け
て
い
た
だ
き
日
々
感
謝
し

て
い
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
い
ろ

い
ろ
な
事
業
者
の
方
か
ら
松
崎

町
の
歴
史
や
魅
力
に
つ
い
て
お

話
を
伺
う
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

 

歴
史
あ
る
松
崎
町
の
魅
力
を

た
く
さ
ん
の
方
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
さ
せ
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

ま
た
、
棚
田
に
つ
い
て
は
経

理
事
務
の
補
佐
的
な
立
場
で
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
棚
田
関
連
の
お
仕
事
の
一

環
と
し
て
、
棚
田
の
お
米
を
聖

和
保
育
園
に
寄
贈
し
に
伺
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
と
て

も
喜
び
な
が
ら
み
ん
な
で
お
米

を
持
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
実

際
に
棚
田
で
大
変
な
作
業
を
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
貴
重
な
棚
田
の
お
米
が
身

近
な
存
在
に
あ
る
松
崎
町
に
改

め
て
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

エネルギー カルシウム 食塩相当量

76kcal 174mg 0.6g

ひじきと小松菜のごまだれがけ

－ここがポイント－

小松菜は日本人が不足しがちな栄養素がたくさん含

まれています。特に骨粗鬆症の予防に効果的なカル

シウムはほうれん草の約３倍含まれています。

（１食あたり）

－　材 料（４人前）－

（材料）

キャベツ・・・・・100 ｇ

小松菜・・・・・・100 ｇ

玉ねぎ・・・・・・100 ｇ

ひじき（干）・・・・10 ｇ

酢・・・・・大さじ 1 ／ 2

砂糖・・・・大さじ 1 ／ 2

塩・・・・・・ひとつまみ

醤油・・・・・・小さじ２

ごま・・・・・・大さじ２

－　作り方　－

①キャベツ、玉ねぎは千切りに、小松菜は根元を切り洗う。

②ひじきは水に戻して細かく切る。

③鍋にひじきと水を入れて火にかける。沸騰したらキャベ

　ツと玉ねぎを入れ、２分ほどしたらざるに取り、水に入

　れて急冷し、絞る。小松菜は沸騰したお湯で２分ほどゆ

　で、水にとり、絞って 2 ㎝幅に切る。

④�ごまはフライパンでから煎りしてからすり鉢でする。（練

ごまを使っても良い。）

⑤④に A の調味料を入れて混ぜる。

⑥③を器に小高く盛り、⑤のたれを上からかける。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

                               

山
田 

沙
貴

Vol.28

▲棚田のお米を寄贈した聖和保育園との記念撮影

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

A
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今
年
度
、
松
崎
町
の
漆
喰

文
化
の
殿
堂
「
伊
豆
の
長
八

美
術
館
」
が
創
立
40
周
年
を

迎
え
ま
す
。「
伊
豆
の
長
八

美
術
館
」
は
、
故
依
田
敬
一

町
長
が
、
当
時
、
若
手
で
新

進
気
鋭
で
あ
っ
た
建
築
家

の
石
山
修
武
氏
に
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
、

松
崎
町
の
ま
ち
の
設
計
を

依
頼
し
た
も
の
の
一
つ
で

す
。
松
崎
町
に
眠
っ
て
い

た
漆
喰
文
化
を
左
官
の
名

工
、
入
江
長
八
の
鏝
絵
と
い

う
芸
術
作
品
で
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
、
全
国
の

左
官
職
人
に
協
力
を
仰
ぎ
、

建
設
に
至
っ
た
町
内
唯
一

の
美
術
館
で
す
。

　

１
９
８
５
年
に
は
吉
田

五い

そ

や

十
八
賞
を
受
賞
し
た
建
築

物
で
、
建
築
業
界
で
も
優
れ

た
デ
ザ
イ
ン
が
認
め
ら
れ
た

建
造
物
で
す
。
当
時
の
先
輩

職
員
の
方
々
の
苦
労
話
を
聞

い
た
時
の
こ
と
が
、
走
馬
灯

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

40
年
た
っ
た
今
、
時
代
が

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
も
先
達

の
功
績
を
残
し
つ
つ
、
伝
統

的
な
左
官
技
術
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
、
改
め
て
松
崎
町

に
お
け
る
漆
喰
文
化
の
継
承

を
町
内
外
に
発
信
し
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆

剤
と
す
る
た
め
、
40
周
年
を

記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
７
月

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
美
術
館
を
訪
れ
て
い

た
だ
き
、
町
の
宝
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

　

日
本
ア
ル
プ
ス
の
素
晴
ら

し
さ
を
世
界
に
紹
介
し
、
日

本
近
代
登
山
の
父
と
言
わ
れ

て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師

の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト

ン（
１
８
６
１
～
１
９
４
０
）

の
功
績
を
称
え
、
第
78
回

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
が
６
月
２

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
人

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

　
　
　

（
記
念
山
行
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
参
加
し
て
）

ほ
ど
の
人
々
が
見
守
る
中
、

安
曇
地
区
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
記
念
碑
へ
の
献
花
や
歌

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
１
日
に

は
、
記
念
山
行
と
し
て
、
当

時
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
、
北
ア
ル

プ
ス
の
山
々
を
目
指
し
た
際

に
利
用
し
た
徳
本
峠
登
山
道

を
歩
き
、
功
績
を
し
の
び
ま

し
た
。

　

こ
の
記
念
山
行
に
、
今
年

は
、
安
曇
・
大
野
川
小
中
学

校
の
子
ど
も
28
人
、
大
人
24

人
の
計
52
人
が
参
加
し
、
上

高
地
の
明
神
か
ら
徳
本
峠
を

往
復
す
る
ル
ー
ト
を
片
道
約

２
時
間
半
か
け
て
歩
き
、
か

つ
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
絶
賛
し

た
徳
本
峠
か
ら
の
穂
高
連
峰

を
眺
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
は「
疲
れ
た
け
れ
ど
、

ま
た
来
た
い
」
大
人
か
ら
は

「
晴
れ
て
い
て
、
山
が
よ
く

見
え
た
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

▲第 78 回ウェストン祭の様子

▲記念山行の様子

伊
豆
の
長
八
美
術
館

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥
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信

地

域

交

流

通

信

  
地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

  

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第　

回

第　

回  

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第　

回

第　

回

▲記念碑への献花

31313131



 My Town Topics～まちのできごと～

　５月 18 日と 19 日に、石部の棚田で田植え祭が行
われました。
　オーナーやトラスト会員、石部棚田保存会、地元
の子どもたちなど、２日間で延べ４００人余りの方々
が参加しました。
　参加者は、石部棚田保存会の方々から苗の植え方
を教えてもらった後、横一列に並んで「きぬむすめ」
の苗を植えていました。

石部棚田　田植え祭

　６月 10 日、桜田の畑でサツマイモの苗植えを行い
ました。
　この取り組みは、２０３０松崎プロジェクトチー
ム７「のう（農）とりょう（漁・猟）」が耕作放棄地
を活用して地元の子どもたちに農業や食育について
学んでもらう機会をつくろうと企画されたもので、
園児たちは「おいしくなってね」などと言いながら、
計３１５本の苗を植えました。

　６月２日、岩地海岸で第 23 回伊豆松崎町シーカ
ヤックマラソン大会が開催されました。
　新型コロナウイルス感染症や台風の影響により５
年ぶりの開催となった今大会には、国内外から約
１９０人の方が参加しました。開会式と海開き神事
が行われた後、参加者は、約 14㌔㍍のロングコース
と約７㌔㍍のショートコースの２コースに分かれ、
ゴールを目指して懸命にパドルを漕いでいました。

　５月 25 日、長距離を移動するチョウ「アサギマダ
ラ」の飛来地づくりに取り組む伊豆各地の団体で構
成された「伊豆アサギマダラ－の会」の現地研修会が、
なまこ壁通りのフジバカマ花壇で開催されました。
　講師には、まつざき里山ファクトリー代表の土屋 
武彦さんを迎え、アサギマダラが飛来する蜜草のフ
ジバカマ育成花壇の土壌改良勉強会や意見交換を行
いました。

伊豆アサギマダラ－の会　現地研修会

第23回伊豆松崎町シーカヤックマラソン大会

聖和保育園　サツマイモの苗植え
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町の人口と世帯
（令和６年５月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,727 人　（ー４人）

　男　　　2,697 人　（ー６人）

　女　　　3,030 人　（＋２人）

世帯数　　2,844 戸　（ー６戸）

転　入　��16 人　転　出　10 人

出　生　����０人　死　亡���10 人

戸籍だより

お 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）
地 区 氏 名 年齢 届 出 人

那 賀 藤井久栄 94 藤 井　 誠

岩 地 齋藤久子 97 寺田たか子

北 区 八木清志 74 八木英子

江奈３𠮷岡うた子 91 野澤正信

明 伏 山﨑　里 85 山﨑市郎

南 区 藤池　進 76 端山やよゐ

江奈２ 髙栁辰男 96 髙栁恒治

那 賀 土屋喜太郎 98 土屋秋信

石 部 髙橋幸雄 90 髙 橋　 明

　令和６年５月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　２件　（＋２）

　物損事故　　�15 件　（＋２）

　死　　者　　　０件　（±０）

　傷　　者　　　２件　（＋２）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

 
ゴ
キ
ブ
リ
・
ス
ズ
メ
バ
チ
な

ど
の
害
虫
、
ネ
ズ
ミ
・
コ
ウ
モ

リ
な
ど
の
害
獣
の
駆
除
に
つ
き
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
告
上

で
は
、
例
え
ば
「
一
軒
家
基

本
料
金
４
０
０
０
円
～
」
と

記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
自
宅

へ
の
訪
問
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

自
宅
を
訪
問
し
た
業
者
か
ら

「
徹
底
的
に
や
ら
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
」
な
ど
と
不
安

を
あ
お
ら
れ
、
結
局
、
数
十
万

円
の
高
額
契
約
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
傾
向
に
あ
る

よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
広
告
と
異
な
る
金
額

の
提
示
を
受
け
た
場
合
は
、
そ

の
理
由
と
具
体
的
な
工
事
内
容

を
示
し
た
見
積
書
の
提
供
を
求

め
、
す
ぐ
に
契
約
を
し
な
い
な

ど
の
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　

仮
に
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
場
合
は
、
訪
問
販
売

で
あ
る
と
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
な
ど
の
対
応
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
消
費

者
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

(

文
と
絵)

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

 
 

「
広
告
と
金
額
が
異
な
る
害
虫
・
害
獣
駆
除
サ
ー
ビ
ス
」

町 の 交 通 事 故

松松  

崎崎  

文文  

芸芸

さ
や
さ
や
と
豊
作
予
想
青
田
か
な
　
　    

土
屋
規
矩
子

風
あ
り
て
水
あ
り
て
こ
そ
青
田
か
な
　
　 

鈴
木
　
　
基

吟
行
や
振
り
向
け
ば
空
初
夏
の
色
　
　 

　
清
水
　
高
子

枇
杷
熟
し
楚
々
た
る
実
は
陽
に
こ
ぼ
る
　 

石
田
　
　
宏

吸
い
の
み
に
夫
の
名
前
や
麦
茶
足
す
　
　 

渋
谷
み
ど
り

や
さ
し
さ
は
人
を
笑
顔
に
風
光
る
　
　 

　
吉
岡
う
た
子

青
田
畔
カ
エ
ル
捜
し
の
朝
散
歩
　
　
　 

　
小
林
　
一
郎

隣
り
合
ふ
休
耕
の
田
と
青
田
か
な
　
　 

　
松
田
美
智
子

田
を
離
す
青
田
風
ま
で
人
の
も
の
　
　 

　
細
矢
　
金
治

青
田
波
ま
な
じ
り
に
置
き
句
を
修
す
　
　 

夏
目
　
和
子

風
神
の
リ
ズ
ム
や
楽
し
青
田
風
　
　
　 

　
山
本
　
一
詞

新
調
す
夏
シ
ャ
ツ
は
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
　 

深
澤
　
順
子

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

夫 妻

地 区氏 名地 区氏 名

櫻 田稲葉　晋 櫻­田 長山文香

おめでとうございます（婚姻）

-

俳 

句-

ス
ト
ッ
プ
！

ス
ト
ッ
プ
！
悪
質
商
法
被
害 

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に　

 

〜 
 
 
 
 
 
 
 

（５月届出分）
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